
平成２０年度 横浜国立大学法科大学院入学試験（Ａ日程）

小論文試験試験問題（試験時間 １３：００～１６：００）

問題Ⅰ 以下の文章を読んで、＜問１＞＜問２＞に答えなさい。

(注)著作権法等の配慮により問題文は割愛します。

なお、問題文は、次の文献から引用しております。

『レトリックの記号論』佐藤信夫 著（１９９３年 講談社学術文庫）

１０ページ１行目（表題除く） ～ １１ページ４行目

１１ページ１４行１４文字目 ～ １６ページ６行３７文字目

＜問１＞ 筆者のいう｢コード｣の意味について、｢堅いコード｣と｢柔かいコード｣との違いを示しつ

つ、説明しなさい（５００字以内 。）

＜問２＞ 以下の 参考文献 の内容をふまえて 法律と常識の関係について ｢堅いコード｣と｢柔【 】 、 、

かいコード｣という筆者の概念を用いつつ、あなた自身の考え方を述べなさい（１０００

字以内 。）

【参考文献】

(注)著作権法等の配慮により問題文は割愛します。

なお、問題文は、次の文献から引用しております。

『法の考え方と用い方―現代法の役割―』田中成明 著

（１９９０年 大蔵省印印刷局）

１０１ページ９行６文字目 ～ １１文字目

１０１ページ９行２４文字目 ～ １０１ページ最終行



問題Ⅱ 以下の文章は 『信頼の構造 （山岸俊男著、東京大学出版会、１９９８年）の一部です。、 』

これを読み、＜問１＞～＜問３＞に答えなさい。

(注)著作権法等の配慮により問題文は割愛します。

なお、問題文は、次の文献から引用しております。

『信頼の構造―こころと社会の進化ゲーム―』山岸俊男 著

（１９９８年 東京大学出版会）

１ページ１行目（表題除く） ～ ２ページ１６行目

３ページ１行３４文字目 ～ ７ページ２２行１０文字目

＜問１＞ 下線部分①の｢集団主義社会は信頼を破壊する｣という著者のメッセージの意味を説明し

なさい（１００字以内 。）

（附記）下線部分①は以下のとおり。

２ページ１４行目２９文字目 ～ １５行目９文字目まで

＜問２＞ 下線部分②の｢開かれた機会重視型の社会｣とはどのような社会か、説明しなさ

い（１００字以内 。）

（附記）下線部分②は以下のとおり。

７ページ１７行目１０文字目 ～ ２１文字目まで

＜問３＞ 著者の言う｢開かれた機会重視型の社会｣について、そのメリットとデメリットに言及し

つつ、あなたの考えを述べなさい（８００字以内 。）


